
区

間

変
更
前

後
別

敷
地
の
幅
員

延

長

(

メ
ー
ト
ル)

(

メ
ー
ト
ル)

路

線

名

中
央
自
動
車
道
西
宮
線

道
路
の
区
域

岐
阜
県
養
老
郡
養
老
町
飯
積
字
起
六
六
四
番
六
か
ら
同
県
養
老
郡
養
老

町
金
屋
字
井
ノ
上
四
二
七
番
六
ま
で

前

最
大
最
小

二
五
三
四
四

一
、
一
三
〇

後

最
大
最
小

二
四
三
四
四

区

間

変
更
前

後
別

敷
地
の
幅
員

延

長

(

メ
ー
ト
ル)

(

メ
ー
ト
ル)

路

線

名

近
畿
自
動
車
道
敦
賀
線

道
路
の
区
域

福
井
県
三
方
上
中
郡
若
狭
町
鳥
浜
一
一
号
大
開
二
六
番
か
ら
同
県
三
方

上
中
郡
若
狭
町
生
倉
四
一
号
観
音
川
南
一
二
番
ま
で

前

最
大
最
小

二
〇
三
四
一

二
九
五

後

最
大
最
小

二
一
四
四
一

別
表
（
低
騒
音
型
建
設
機
械
）

指
定
番
号

機
種

型
式

諸
元

申
請

社
名

4
9
2
9

発
動
発
電
機

Ｇ
3
8
0Ｉ
Ｓ
Ｅ

定
格
容
量

3•
8

k
V
A

j
マ
キ
タ

4
9
3
0

バ
ッ
ク
ホ
ウ

Ｓ
Ｈ
1
2
0
`
６

山
積
容
量

0•
5

‚
平
積
容
量

0•
3
7

‚
住
友
建
機
j

4
9
3
1

バ
ッ
ク
ホ
ウ

Ｓ
Ｈ
1
3
5Ｘ
`
６

山
積
容
量

0•
5

‚
平
積
容
量

0•
3
7

‚
住
友
建
機
j

4
9
3
2

バ
ッ
ク
ホ
ウ

Ｓ
Ｈ
4
7
0Ｈ
Ｄ
`
６

山
積
容
量

1•
7
6

‚
平
積
容
量

1•
3
2

‚
住
友
建
機
j

4
9
3
3

バ
ッ
ク
ホ
ウ

Ｓ
Ｈ
2
0
0Ｌ
Ｃ
`
６

山
積
容
量

0•
9

‚
平
積
容
量

0•
6
5

‚
住
友
建
機
j

4
9
3
4

バ
ッ
ク
ホ
ウ

Ｓ
Ｈ
3
3
0
`
６

山
積
容
量

1•
4

‚
平
積
容
量

1•
0
4

‚
住
友
建
機
j

4
9
3
5

バ
ッ
ク
ホ
ウ

Ｓ
Ｈ
3
3
0Ｌ
Ｃ
`
６

山
積
容
量

1•
4

‚
平
積
容
量

1•
0
4

‚
住
友
建
機
j

4
9
3
6

バ
ッ
ク
ホ
ウ

Ｓ
Ｈ
1
2
5Ｘ
`
６

山
積
容
量

0•
4
5

‚
平
積
容
量

0•
3
3

‚
住
友
建
機
j

4
9
3
7

バ
ッ
ク
ホ
ウ

Ｓ
Ｋ
7
5Ｓ
Ｒ
`
３

山
積
容
量

0•
2
8

‚
平
積
容
量

0•
2
1

‚
コ
ベ
ル
コ
建
機
j

4
9
3
8

振
動
ロ
ー
ラ
ー

Ｈ
Ｄ
7
5•
4Ａ

車
両
総
質
量

8•
0
2
5

ｔ
ヴ
ィ
ル
ト
ゲ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
j

4
9
3
9

ト
ラ
ッ
ク
ク
レ
ー
ン

Ｌ
Ｔ
Ｍ
1
1
2
0
0Ｎ
Ｘ

吊
上
能
力

1
2
0
0

ｔ
吊

×
2•
5

N
リ
ー
プ
ヘ
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
j

平成™›年 月˜š日 木曜日 第œŸŸœ号官 報
〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
十
一
号

独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
高

速
自
動
車
国
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
四
年
九
月
十
三
日
か
ら
三
十
日
間
国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
に
お
い
て
一
般
の

縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
四
年
九
月
十
三
日

国
土
交
通
大
臣

羽
田
雄
一
郎

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
十
二
号

次
の
よ
う
に
高
速
自
動
車
国
道
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
高
速
自
動
車
国
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
七
十
九

号
）
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
四
年
九
月
十
三
日
か
ら
三
十
日
間
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
に
お
い
て
一
般
の

縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
四
年
九
月
十
三
日

国
土
交
通
大
臣

羽
田
雄
一
郎

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始
の
期
日

常
磐
自
動
車
道

三
郷
市
番
匠
免
三
丁
目
三
番
三
か
ら
同
市
番
匠
免
二
丁
目
一
七
八

番
一
ま
で

平
成
二
十
四
年
九
月
十
四
日
五

時

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
十
三
号

次
の
よ
う
に
高
速
自
動
車
国
道
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
高
速
自
動
車
国
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
七
十
九

号
）
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
四
年
九
月
十
三
日
か
ら
三
十
日
間
国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
に
お
い
て
一
般
の

縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
四
年
九
月
十
三
日

国
土
交
通
大
臣

羽
田
雄
一
郎

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始
の
期
日

中
央
自
動
車
道

西
宮
線

岐
阜
県
養
老
郡
養
老
町
飯
積
字
岡
田
口
五
〇
八
番
二
か
ら
同
県
養

老
郡
養
老
町
金
屋
字
井
ノ
上
四
三
三
番
二
ま
で

平
成
二
十
四
年
九
月
十
五
日
十

五
時

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
十
四
号

次
の
よ
う
に
高
速
自
動
車
国
道
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
高
速
自
動
車
国
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
七
十
九

号
）
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
四
年
九
月
十
三
日
か
ら
三
十
日
間
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
に
お
い
て
一
般
の

縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
四
年
九
月
十
三
日

国
土
交
通
大
臣

羽
田
雄
一
郎

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始
の
期
日

東
北
横
断
自
動

車
道
`
石
秋
田

線

花
巻
市
東
和
町
安
俵
六
区
一
七
六
番
三
か
ら
同
市
東
和
町
安
俵
六

区
二
二
二
番
一
ま
で

平
成
二
十
四
年
九
月
十
九
日
六

時

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
十
五
号

平
成
十
年
建
設
省
告
示
第
千
百
八
十
八
号
に
お
け
る
別
表
（
低
騒
音
型
建
設
機
械
）
に
、
本
告
示
に
掲
げ
る
別
表
（
低
騒
音
型
建
設
機
械
）
の
建
設
機
械
を
追
加
す
る
。

平
成
二
十
四
年
九
月
十
三
日

国
土
交
通
大
臣

羽
田
雄
一
郎

œ
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